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CALL教室での TAから得られた経験

1. はじめに

本年度は袖期に、火曜日の 1限目と 4限目にそ

れぞれ、総合英語(LiberalArts & Sciences)と専門英

語基礎の TAを担当させていただきました。 CALL

教室で行われる講義の TAはこれまでに何度か担

当させていただいておりますが、過去の経験とと

もに報告させていただきたいと思います。

2. 授業を円滑に進めるための補助役として

今回 TAを担当させていただいた授業では、受

講している学生が、 CaLaboを通して映像教材を視

聴しながらメモをとり、その内容に関する設問を

口頭で回答したり、エッセイ教材を CLEを通して

提出するものでした。

業務内容は主に、授業開始袖の音声設価の準価

（特に動作確認も含めた、ハンドマイク・ピンマ

イクの準備）、学生の CALL端末の操作でのトラ

プル（端末にログインができない、備え付けのヘ

ッドフォンが聞こえない等）の対処、シラバスで

指定された禁止行為の監視でした。

学生用端末の操作でのトラプルは、先述の通り、

何度か CALL教室での TA経験もあり、 トラブル

が起きたときは比較的スムースに対応できました。

学生からのトラプルとなると、何か機材の人きな

不具合などを想定されるかもしれませんが、そう

いったトラブルに遭遇することはなく、訂しろ端

末の操作の仕方がわからないなどのものが多かっ

たように思います。また、対処に慣れてくると、

学生が何に困っていて、どうすれば解決できるの

かを常に先読みしながら対処できるようになりま

した。これは非常に重要なことで、ここで TAが

うまく対処できないと、受講生が授叢に遅れをと

ってしまいます。そうならないためにも、普段か

ら TAが、 トラプルが起きるたびに、その内容と

解決法を反蜀して常に価えておくことがとても大

事だと感じさせられました。
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学生の補助を行う反面、シラバスで禁止されて

いる行為を監視する際は、毅然とした態度で臨む

ことも必要になりました。 CALL教室という大き

な教室での講義となると、講義を行いながら、教

卓側から全てを監視し、把握しようとするのは、

莫大な労力を必要とする上に、あまりにも非効率

になってしまいます。この部分での非効率性や、

労力を軽減することも TAとしての重要な役割の

一つではあります。しかしながら、ただ巡回する

ということではなく、万が一の見間違いがあると

その学生が被害を被ってしまいますので、見間違

わないように慎重に行うことと、あらかじめ教卓

側の位置から見えにくい場所を把担し、その部分

を念頭に置きながら、注意深く監視するよう努め

ました。

3. 総括

TAとは文字通り、先生のアシスタントですか

ら、あらかじめ先生から頂いた業務を忠実に行う

ことも人事なことだとは思います。ただそれに終

始するのではなく、その業務に工夫を加えること

で、講義を円滑に淮められるようにするために、

TAは何ができるかを常に考えながら行動するこ

とができるようになりました。将来私が教壇に立

った際にもこの TAで得られた経験や教訓を生か

していきたいと考えております。
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